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れることも予想される。その場合は児童館の児童用各室、子育て支援施設の幼児と保護者用各室をグル

ーピングして階配置する観点が重要となる。 

・一括りとなる以上、兼用してもよい室が相談室と事務室である。1～6の各課題で児童館の相談室

は無く子育て支援施設の相談室で兼用している。また、課題3.4では児童館の事務室を省略また

は子育て支援施設の事務室で兼用している。ただしこの場合、児童館の階ではEVから出た利用者

に対応する管理者が手薄となるため、課題3解答例ではボランティア室の壁をガラスパーティシ

ョンとして迅速な対応が可能とし、課題4では図書室の受付カウンターの背後に窓口を設けエン

トランス3にも対面させている。この他1人用の受付カウンターを自主的に設ける手法も許容され

よう。 

・児童館の属性が高い図書室を子ども・子育て支援センター（表題の全体呼称）の一体性に配慮し

たキーポイント（共同利用室）としてあえて上記グルーピングを破り子育て支援施設内の2階に

誘導したのが課題5である。 

共用・管理部門 

エスキスを始める前に、共用・管理部門はその書いてある場所（枠組み）により、上記2部門の共用・管

理部門（課題1.3.4.6）か、児童館・子育て支援部門のサブカテゴリーにおける共用（課題2.5）かを見

極める必要がある。ここでの思い込み、勘違いは合否を分けることとなる。 

共用・管理部門が保育所部門、児童館・子育て支援部門と並んで第3の部門として存在する場合は、 共

用エントランス*1、管理事務室*2、防災備蓄倉庫*3、職員更衣室*4、職員会議室*5、職員休憩室*6、施

設長室*7、厨房*8、駐輪室*9、守衛室*10などの要求室が考えられる。 

＊1：課題1では共用昇降ロビーとし、課題3.4.6では共用エントランスとしている。 

＊2：課題4.6で出題している。 

＊3：課題4で出題 

＊4～9：課題6で出題 

＊10：守衛室は要求室として出題したのは課題2のみであるが、課題6解答例では管理事務室が通用口から離

れた位置に配置されたことから、通用口のセキュリティに配慮して「その他、必要と思われる室等」とし

て自主的に設けている。 

独立した共用・管理部門にどの程度の室が組み込まれているかによって、保育所部門と児童館・子育て

支援部門のアプローチ形態、管理ゾーン内での職員の行き来あるいは一体性を知る手掛りとなる。 

-3. アプローチとその他の施設等 

アプローチ 

外部道路からのアプローチは幅員の広い主道路からとするのが原則であるが、保育所の利用者は、より

地域性・日常性が高いことから両部門に出入口がある場合、保育所アプローチは副道路からとなること

が十分考えられる。 

駐車スペース、駐輪場については、「保育所用として」、「児童館・子育て支援施設用として」などの

指定がなければ共用として考えてもよいが、各部門の出入口を個別に指定された場合は、異なる動線の

交錯（車椅子と自転車、車椅子と自動車、利用者アプローチと搬入アプローチの交錯）を避ける意味か

ら分離配置とした方が減点は防ぎやすい。さらに平行2道路接続の場合に、それぞれの道路からアプロー

チを求められた際、さらに分離配置の可能性が高まる。 

内部アプローチについては以下のパターンが考えられる。 

1) 共用部経由型：利用者は共用エントランスなどの共用部を経て保育所と児童館・子育て支援施

設へ分かれるものをいう。（課題1.3.4.6.）これらの内課題3と4は敷地接道等の関係から共用部経

由のアプローチの他、保育所専用のアプローチも備えたものとなっている。 
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-2. 各室の計画 

1. 保育室と面積 

以下に課題1～6の保育室部分を抜き出し、面積及び廊下とテラスの関係、基本グリッドの比較を行う。 

足洗い場 足洗い場

スロープ

４２㎡

保育室（３歳児）

４２㎡

保育室（４歳児）

４２㎡

保育室（５歳児）

４２㎡

保育室（２歳児）

保育室部分 備　考課題

保育室（３歳） 保育室（５歳）保育室（４歳）

３３㎡３３㎡３３㎡

保育室（２歳）

３３㎡

足洗い場足洗い場

廊下 面積

グリッド

グリッド内付属物

なし

３１．５㎡

保育室（３歳児）

３１．５㎡

保育室（５歳児） 保育室（２歳児）

３１．５㎡

テラスウッドデッキ

足洗い場足洗い場

３１．５㎡

保育室（４歳児）

廊下

面積

グリッド

グリッド内付属物

廊下

面積

グリッド

グリッド内付属物

廊下

廊下
７ｍ×７ｍ

３１．５㎡

６ｍ×８ｍ

３３㎡

６ｍ×７ｍ

４２㎡

テラス

テラス

課
題
１

課
題
２

課
題
３

 

面積

保育室（５歳児） 保育室（４歳児） 保育室（３歳児） 保育室（２歳児）

３６㎡ ３６㎡ ３６㎡

足洗い場

３６㎡

足洗い場

テラス

面積

グリッド

グリッド内付属物

テラス

廊下

グリッド内付属物

テラス

グリッド ７ｍ×７ｍ保育室（２歳）

２２．５㎡

保育室（３歳）

３５㎡

保育室（４歳）

３５㎡

保育室（５歳）

足洗い場

テラス

足洗い場

３５㎡

上部ＰＣ梁－５００×９００

２２．５㎡

＋３５㎡×３

６ｍ×８ｍ

３６㎡

課
題
５

課
題
６

面積

グリッド

グリッド内付属物

廊下

テラス

足洗い場

ウッドデッキ

３３㎡

保育室（５歳児）

３３㎡

保育室（４歳児）

３３㎡

保育室（３歳児）

３３㎡

足洗い場

保育室（２歳児）

廊下

６ｍ×８ｍ

３３㎡

課
題
４

 

                         保育室比較表 

保育室の面積は合計床面積の規模から30～50㎡の範囲で想定され、実務に近い定員の振り分けによ

っては2歳児保育室の場合、20㎡程度（課題6）から考えられる。 
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なお、杭とフーチングの大きさ、高さ、大梁との関係、PHC杭の間隔等についての注意点を下記に示す。 
2
,0
0
0 500

1
,1
0
0

1
,0
0
0

2,500

375500750500375

ｄ

以上

１．２５ｄ以上

ｄ

ＧＬ１ＦＬ
ｗ

ｈ

２００以上ｄ

ＧＬ１ＦＬ

4001,200400

9
0
0

1
,3
0
0

２ｄ以上

１２００φ５００φ×４本

 

         PHC杭とフーチング                 場所打ち杭とフーチング 

PHC杭の場合、杭心の間隔は2d以上、端部は1.25d以上となることから杭径500を標準としたフーチ

ングは2250角以上でよいこととなるが、解答例では罫線の関係上余裕を見て2500角としている。 

場所打ち杭の場合、杭からのフーチング余長は200mm以上となることから1200φの杭ではw1600以上

となり、解答例では罫線の関係上余裕を見て2000角としている。フーチング高さhは杭の貫入100＋

杭の縦筋を25mmとすると40dが1000＋かぶり厚さ100＝1200以上となり、解答例では余裕を見て1300

としている。従って場所打ち杭のフーチングはPHCの場合よりもずんぐりした印象となる。 

作図最終局面となる断面図の記入においては、いちいち三角スケールで測っている余裕はないと思われ

るので、罫線を手掛りにプロポーションを間違わないよう注意する。 

-2. PC梁について 

一定規模となる居室で、無柱空間を指示され柱を抜く必要がある室としては、3章-2.3遊戯室（プレイル

ーム等を含む。）で述べている。試験におけるこの長スパン梁部分には、記入が簡便で上部に室が計画

できるPC（プレストレストコンクリート）梁を併用するとよい。 

PC梁を採用して長スパンを可能にしたにも関わらず、構造分野記述の構造種別の欄では「鉄筋コンクリ

ート造（一部プレストレストコンクリート梁の併用）」のカッコ書きがない人、書いた人の中でもRC造

とした理由は書くものの、長スパンにPC梁を採用した理由に全く触れていない解答が目立った。 

寄せられた図面の中には採用した位置、方向、断面寸法の不明な図面が多く、断面図においてPC梁と小

梁の関係につじつまの合わないものも目立った。 




